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地域の課題に対する取組支援等に関する他都市事例 

 

 

地域の課題に対する他都市事例 

課題 
事例 

No. 
他都市事例 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
に
関
す
る
課
題 

１ 

ごみ出し時間や曜日を守

らない人や守れない人が

いる 

１－１ 
日中排出可能なごみ排出拠点の設置

【兵庫県神戸市】 

１－２ 

自治会未加入者ステーション 

【鹿児島県伊佐市・和歌山県橋本

市・栃木県市貝町】 

２ 
分別ルールを守らない人

や守れない人がいる 
２－１ 

分別免除制度の創設 

【熊本県水俣市】 

３ 
カラス等の鳥獣被害があ

る 

３－１ 
カラスネット等の機材設置支援 

【宮城県仙台市】 

３－２ 
軽量機材の補助率アップ 

【富山県立山町】 

４ 
高齢などにより管理当番

ができない人がいる 

４－１ 

他自治会の取組み紹介（優良集積所

の認定制度） 

【宮城県仙台市】 

４－２ 
ごみステーション管理者の手引きの

配布【栃木県鹿沼市】 

５ 

共働き世帯・子育て世代

の方で時間的余裕がな

く、管理当番ができない

人がいる 

５－１ 
ごみステーション管理当番の委託

【兵庫県猪名川町】 

５－２ 
ごみステーション管理当番の廃止

【兵庫県加古川市】 

ご
み
出
し
に
関
す
る
課
題 

６ 

高齢者や障がい者など、

ごみステーションまで運

べずに困っている人がい

る 

６－１ 
ふれあい収集の要件緩和【大阪府堺

市・兵庫県神戸市】 

６－２ 
ごみ出し支援を行う地域団体の紹介

【兵庫県神戸市】 

６－３ 
中学生によるごみ出し支援【新潟県

新潟市】 

６－４ 
地域通貨を使って、サポーターがご

み出し支援【愛知県田原市】 

７ 

もえるごみや資源・粗大

ごみのステーションが不

便な場所にある（数が少

ない、坂の上にある等） 

７－１ 
ごみステーションの分割・分散によ

る運搬距離の短縮【熊本県諫早市】 

  

資料３ 
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事例 No.１－１ 日中排出可能なごみ排出拠点の設置 

事例 兵庫県神戸市 

取組の目的 
夜勤のため、決められた曜日・時間にごみ出しできない方を対象に、市民サービスの向上を図

る。 

取組の概要 

市内の環境局事業所及びクリーンセンターにおいて、平日日中に排出が可能なごみの排出

拠点を設置している。 

ごみステーションへの時間外排出の抑制により、ごみステーション管理の省力化にもつながって

いる。 

 対象者 

原則、次の要件をすべて満たし、支援の申込を行い、市の承認を受けた者 

(1)  市内在住  

  (2)  夜間勤務者（午前０時から午前８時の間に勤務している方）  

  (3)  単身者（同居人のいない方） 

 排出日時 

 

 

出 典 等 神戸市資料 

 

 

事例 No.１－２ 自治会未加入者ステーション 

事例 鹿児島県伊佐市（他に和歌山県橋本市・栃木県市貝町） 

取組の目的 

自治会未加入者の増加により当該地区に設置されているごみステーションが満杯となる状況

が常態化し、周辺の住環境が悪化しており、その改善を図る。 

 

取組の概要 

市が許可した自治会未加入者を対象に、自治会未加入者用ごみステーションーション１棟

（9.5 ㎡）を新たに建設し、供用している。 

ごみステーションの入口を指定日以外は施錠することにより、指定日以外に容易にごみが出せ

ないようにしている。 

 

 

出 典 等 伊佐市資料 
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事例 No.２－１ 分別免除制度の創設 

事例 熊本県水俣市 

取組の目的 

自治体の分別方法が変更された場合に新たなルールに適応するのが難しい方や、認知症を

発症している場合に細かい分別ルールを覚えられない方を対象に、ごみ出しがしやすくすること

を目的に実施している。 

取組の概要 

熊本県水俣市では生ごみ分別を行っているが、分別が難しい

高齢者や障がい者を対象に「分別ご免除シール」を交付してい

る。シールが貼られた可燃ごみ袋は、生ごみが混入していても

回収している。 

 

出 典 等 
高齢者ごみ出し支援ガイドブック（国立環境研究所） 

https://www-cycle.nies.go.jp/jp/report/aging2.pdf 
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事例 No.３－１ カラスネット等の機材設置支援 

事例 宮城県仙台市（その他、多数の自治体で実施） 

取組の目的 
カラス対策ネットの配布によりクリーンステーション管理に対する金銭的負担の軽減し、カラス

等によるごみの散乱防止によりステーション管理の負担を軽減する。 

取組の概要 

仙台市では、各自治会を対象に必要数のネット等の必要な用具を無償配付を行っている。

また、ネットをかぶせるために必要な支柱等が必要な場合、１自治会当たり1箇所でサンプル

を製作している。 

 配付する用具 

・飛散防止・鳥獣対策用ネット （大サイズ 3m×4m,小サイズ 2m×3m） 

・集積所掲示ボード （大サイズ 45cm×60cm,小サイズ 45cm×30cm） 

・集積所収集曜日ステッカー 

出 典 等 
仙台市ウェブサイト、ヒアリング 

http://www.city.sendai.jp/haiki-kanri/gomisyuusekzyoyougu.html 

 

事例 No.３－２ 軽量機材の補助率アップ 

取組の主体 富山県立山町 

取組の目的 
高齢者がごみ収集箱の開閉が困難なため、軽いアルミ製及び劣化しにくいステンレス製のごみ

収集箱の補助率を高くする。 

取組の概要 

スチール製のかなり重いごみ収集箱が大多数であり、高齢者の方は筋力が弱く、蓋を開ける

のが困難であるという声があった。 

ごみ収集箱はスチール製（金網状）が多いが、より軽く、錆びなどの劣化が少なく、耐久性の

あるアルミ製及びステンレス製のごみ収集箱の購入補助率を高くし、普及を図っている。 

 取組開始：平成 28年度より 

 収集箱の特徴：スチール製は箱の上部に蓋が付いており、手前の取手を上に持ち上げる

タイプで、アルミ製やステンレス製は蓋が観音開きとなったものが多い。また、スチール製は雨

ざらしとなっているごみ集積所などでは傷みやすく、耐用年数が短くなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 典 等 
ごみ集積所管理支援の事例集（国立環境研究所） 

https://www-cycle.nies.go.jp/jp/report/aging4.pdf 
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事例 No.４－１ 他自治会の取組み紹介（優良集積所の認定制度） 

事例 宮城県仙台市 

取組の目的 
市内のごみステーションの優良管理事例の紹介を通して、他自治会への管理手法の普及・

啓発を図る。 

取組の概要 

申し込みがあったごみ集積所について、出されているごみがきちんと分別されているか、排出ル

ールが守られているか、ごみ集積所が清潔に保たれているかなどを、環境局の職員が診断し、

表彰、事例などを発信し市内の取組み紹介を行っている。 

   

出 典 等 

仙台市ウェブサイト 

http://www.city.sendai.jp/haiki-shido/kurashi/machi/genryo/gomi/shuse

kijo/shindan.html 

 

 

事例 No.４－２ ごみステーション管理者の手引きの配布 

事例 栃木県鹿沼市 

取組の目的 

ごみステーション管理や関連情報の整理、また日常のごみ出しに関するトラブル、不法投棄さ

れた場合の対応方法などの相談に応じている鹿沼市の「きれいなまちづくり推進員」の位置づ

けを理解してもらうことを目的に作成した。 

取組の概要 

ごみステーションの管理について、管理者の定義、ごみの分別・排出ルールの指導、ごみス テ

ーションの機能管理、違反ごみや不法

投棄への対応等をわかりやすく説明し、

よくある質問 についてはごみに関するＱ

＆Ａで紹介している。また、関連の助成

制度としてごみステーショ ン整備事業

補助金、生ごみ処理機等設置費補助

金、資源ごみ回収報償金制度等を紹

介している。 

 

出 典 等 
ごみ集積所管理支援の事例集（国立環境研究所） 

https://www-cycle.nies.go.jp/jp/report/aging4.pdf 
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事例 No.５－１ ごみステーション管理当番の委託 

事例 兵庫県猪名川町 

取組の目的 「高齢者・障がい者・子育て世帯」等のごみ当番の負担軽減を図る。 

取組の概要 

猪名川町では、シルバー人材センターの

ごみ当番支援サービス利用依頼世帯を

対象に利用料金の補助を行っている。シ

ルバー人材センターは、利用依頼世帯か

ら、町が定めたごみステーション用容器を

持ち出し、指定ごみステーションへ設置

し、町のごみ収集車がごみを回収した後

に、依頼のあった高齢者世帯・子育て世

帯などへ容器を返却する作業を代行して

いる。 

 対象者 

・70歳以上の高齢者のみの世帯 

・障がい者手帳所持者と健常者１人以下の世帯 

・介護保険認定要介護３以上の認定を受けている人と健常者１人以下の世帯 

・未就学の子どもと保護者１人の世帯 

 利用料金 

1 回あたりごみステーションへの指定容器の設置作業=250 円、ごみステーションからの指

定容器の回収作業=250円 

出 典 等 
猪名川町シルバー人材センターウェブサイト 

https://www.inagawasjc.jp/2022/08/23/gomit_oban_shien/ 

 

事例 No.５－２ ごみステーション管理当番の廃止 

事例 兵庫県加古川市 （石守団地自治会） 

取組の目的 ごみステーション清掃等の管理に係る住民の負担軽減を図る 

取組の概要 

兵庫県加古川市神野町石守の「石守団地自治会」は、ごみステーションの清掃について住

民の当番制を廃止し、市シルバー人材センターに委託している。 

また、委託費用を賄うため、新たに古紙の集団回収も開始、古紙を1カ月に約1トン回収す

ることで、売却益と市からの古紙集団回収奨励金により月 1 万 1 千円の収入を見込んでい

る。これにより、委託費用の大半を賄うことができるとしている。 

 

出 典 等 
神戸新聞ウェブサイト 

https://www.kobe-np.co.jp/news/touban/202109/0014714297.shtml 
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事例 No.６－１ ふれあい収集の要件緩和 

事例 大阪府堺市 

取組の目的 ふれあい収集の要件緩和によるごみ出し困難者への支援の充実を図る。 

取組の概要 

2023年 1月下旬から、新たに、一定のニーズが想定される 70歳以上の高齢者を対象に、

該当条件を緩和した。既存の制度では、ホームヘルパーの介護を受けている高齢者を対象と

していたが、ホームヘルパーの介護の有無に関わらずごみ出しに困っている方を支援するため、

以下のとおり対象者を追加した。 

 生活ごみ・資源等 

・70歳以上かつ要介護・要支援の認定を受けている方 

※要件に該当しない同居者がいる世帯やご自身でごみ出し可能な世帯、各戸前収集世

帯は除く。 

 粗大ごみ 

・70歳以上の単身世帯や老々介護世帯等の排出困難な世帯の方 

※要件に該当しない同居者がいる世帯やご自身でごみ出し可能な世帯は除く。 

※市内コンビニなどで粗大ごみ処理券の購入が必要です。 

出 典 等 

堺市ウェブサイト 

https://www.city.sakai.lg.jp/kurashi/gomi/gomi_recy/bunbetsu/shigen/s

odaigomi/sodaifureai.html 

 

事例 No.６－２ ごみ出し支援を行う地域団体の紹介 

事例 兵庫県神戸市 

取組の目的 
ごみ出し支援を行う地域団体の紹介を行い、ふれあい収集対象者ではないごみ出し困難者

と支援者をつなぐ。 

取組の概要 

神戸市内でごみ出し支援を行う地域団体のリストをウェブサイトで公開。リストは、対応エリア

や対象とするごみ種、利用料金等がまとめられている。 

 

 

出 典 等 
神戸市ウェブサイト 

https://www.city.kobe.lg.jp/documents/39619/gomidashi-service_1.pdf 
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事例 No.６－３ 中学生によるごみ出し支援 

事例 新潟県新潟市（山潟地区コミュニティ協議会） 

取組の目的 地域のごみ出し困難者の支援を地域内で行う 

取組の概要 

山潟地区コミュニティ協議会では、地域内の山潟中学校の生徒から希望者を募り、通学路

近くのごみ出し支援を希望する高齢者とマッチングすることで、中学生がごみ出し支援を行う

仕組みを運用している。市のボランティア支援金は学校の備品購入に充て、ごみ出し支援に

参加した生徒には、中学 3 年のボランティア終了時に感謝状と図書券５００円分が贈られ

る。 

 

出 典 等 

新潟日報ウェブサイト 

https://www.niigata-nippo.co.jp/articles/-/32600 

朝日新聞記事（2017年 9月 19日） 

 

事例 No.６－４ 地域通貨を使って、サポーターがごみ出し支援 

事例 愛知県田原市 

取組の目的 地域のごみ出し困難者の支援を地域内で行う 

取組の概要 

日常生活でちょっとした困りごとがあった時、手助けしてほしい（支援依頼者）。自分ができ

る時間帯、曜日に簡単なことなら、お手伝いしたい（サポーター）。頼みたいけど御礼をどうし

たら良いか、現金ではよそよそしさを感じる（支援依頼者）。そこで、支援依頼者がサポータ

ーに渡せる地域通貨を作り、ささえあいの支援を行うもの。 

生活ささえあいネットは、学校区単位で行うことが基本だが、隣接学校区の支援なども柔 

軟に対応している。 

 ごみ出し支援の内容 

通常は玄関前からごみステーションまで。対象品目・排出日は一般収集と同日。 

 ボランティア報酬（地域通貨での支払い） 

30分を目途として、地域通貨「100菜」＝100円相当 

 

出 典 等 
高齢者ごみ出し支援制度導入ガイダンス ＜地方公共団体向け＞(参考資料) 事例集 

https://www.env.go.jp/recycle/recycle/waste_2/index_1/instances.pdf 
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事例 No.７－１ ごみステーションの分割・分散による運搬距離の短縮 

事例 長崎県諫早市 

取組の目的 ごみステーションを分割・分散して運搬距離を短くする 

取組の概要 

高齢者のごみ出し距離が長い等の理由で自治会長等から申請を受け、ごみステーションを分

割している。既存のステーションはそのままで、新たなステーションを設置する。 

 

 
 

出 典 等 
ごみ集積所管理支援の事例集（国立環境研究所） 

https://www-cycle.nies.go.jp/jp/report/aging4.pdf 

 

 

以上 


